
『 総合実習 』シラバス

科 目 名 学 科 学 年 必修／選択 単 位 数

総 合 実 習 園芸科 ３ 年 必 修 ６（２）単位

１．科目目標と使用教材

園芸の各分野（野菜・草花・果樹）に関する体験的な学習を通して、総合的な技術を

習得し、経営と管理作業について理解を深めていきます。また、管理能力や企画力など科目目標

園芸分野の改善を図る実践的な能力と態度を身に付けていきます。

使用教材

２．学習計画

学期 学 習 項 目 学 習 目 標

繁殖について ・種子繁殖や栄養繁殖について理解し、実践できるようにな

りましょう。

栽培①共通 ・栽培方法や管理技術を理解し、実践できるようになりまし１

ょう。

、 、学 ・収穫時期の判断や収穫方法 出荷準備について理解を深め

適切な作業ができるようになりましょう。

・コミュニケーション能力を身に付けましょう。期

栽培②共通 ・各時期の栽培作物や栽培方法、栽培管理について理解を深

め、各技術の相互関係を理解しましょう。

・高品質な農産物生産について理解を深め、実践的な技術を２

習得しましょう。

・経営や管理における技術の役割について理解し、経営や管学

理の改善を図る実践的な能力と態度を育てましょう。

・適地適作（特産品）について理解を深め、地域に根ざした期

農業の発展に貢献できる能力を身に付けましょう。

栽培③共通 ・総合的な技術を習得し、時代の変化に対応できる応用力を

身に付けましょう。

、 。３ ・農業各教科の総まとめとして 卒業論文を作成しましょう

学

期



３．学習方法

授業は実習が中心となります。３年次の専攻実習では、基礎基本から応用編まで専門的な内容が

加わります。学習内容は実習日誌に記録しましょう。

４．評価の観点

・作物の栽培に興味関心を持ち、意欲的に取り組む姿勢がみられるか。

・共同作業を通して、周囲とのコミュニケーションを図り、作業を円滑に進め関心・意欲・態度

ることができるか。

・指示された作業内容を十分理解し、適切な判断ができるか。さらに創意工夫

する姿勢や発展させることができるか。思 考 ・ 判 断

・実習内容をまとめ、実習記録簿の作成ができるか。

・栽培管理のテクニックと道具や農業機械の操作ができるか。技 能 ・ 表 現

・作業方法に工夫が見られ、より効果的なやり方で取り組んでいるか。

・作業内容や方法が理解され、身に付いているか。

・栽培作物の生理生態が理解できているか。知 識 ・ 理 解

・実習を通して農業の各分野に幅広い見識を身に付けているか。

・農業鑑定（園芸）の内容を理解できているか。

５．成績評価

定期考査 平 常 点

中 間 （素 点）

％ ％ ％ ％ ％

１･２学期

定期考査 平 常 点

実 技 農業鑑定 日 誌期 末 （素 点）

４０ ％ ４０ ％ １０ ％ １０ ％ ％

※３学期のみの評価

定期考査 平 常 点

実 技 卒論 日 誌３ 学 期 学年末 （素 点）

４０ ％ ４０ ％ １０ ％ １０ ％ ％

※学年評価： （１学期点数＋２学期点数＋３学期点数）÷３

６．生徒の皆さんへ

園芸の総合的な技術について、体験的に学習していく科目です。実習を通して、創意工夫する姿

勢や植物に対する優しさ、コミニュケーション能力も養いましょう。


